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まえがき ― 感謝とともに 
Preface ― With Thanks 
                                            三宅 晶子 
                                                                   MIYAKE, Akiko 
 
本研究プロジェクト「イメージとポリティクス」は、2014 年に開始し研究プロジェクト
報告書『イメージとポリティクス』（2016 年）、『イメージとポリティクス II』(2018 年)を刊
行してきました。2020 年 3 月末の私の定年退職をもって、このプロジェクトおよび大学院
での私の授業は終了します。 
水 5 限の大学院「イメージ文化論」ゼミには、国籍・世代・社会経験・専門分野も多様な
学生が集まり、それぞれの社会的・歴史的・文化的・学問的コンテクストを背景とした課題
を持ち寄り、言葉を発し、思考を繋ぎ合わせてきました。そして視覚的表象・言語テクスト
双方におけるイメージを対象に、分析・考察を展開してきました。 
大学院でのプロジェクト報告書は本報告書で 8 冊目となりますが、これまで千葉大学大
学院社会文化科学研究科、人文社会科学研究科、人文公共学府で大学院生たちとともに刊行
してきたプロジェクト報告書の目次を、以下に掲載します。（論文は、千葉大学附属図書館
学術成果リポジトリ CURATOR で読むことができます）大学院のゼミでの議論、そしてそ
こから展開されていく研究の経糸横糸は、私にとっても大変貴重な場でした。これまで大学
院ゼミに集われた院生のみなさんへの感謝とともに、これまでの、そして本報告書の論文を
提示します。 
 
１．文学・メディア・ジェンダー 第 43 集 2002 年 
ドイツ三月革命期における「シスターフッド」： 
ルイーゼ・オットー=ペータースを例に    須藤温子 
せめぎあう女のエクリチュール : 近代日本の「芸娼妓」のテクストから    曲淵優子 
黒田清輝の<樹蔭>についての試論                     渡部周子 
世界を手袋のように裏返す : ジャン・ジュネ『花のノートルダム』について  藤田淳子 
越境するエクリチュール : 植民地における金史良を中心として        李在五 
An analysis of Amy Tan's The Joy Luck Club                   Xiaomei Liu 
研究ノート 文学テクストの Fragmentarität について            前田彰一 
 
２．文化における権力と抵抗の諸相 第 110 集 2005 年 
プロレタリア美術運動における女性美術家に関する試論            吉良智子 
＜書評論文 ＞性差の歴史を考える Joanne Meyerowitz, How Sex Changed   冨安昭彦 
転落の狭間に置かれて                          渡部周子 
紙に就いて/紙を想う                        Mujumdar, Ashutosh P. 
 
３．身体・文化・政治 第 156 集 2008 年 
はじめに : 夢から覚めるという「希望」と「絶望」             三宅晶子 
『ユートピアだより』再考 : 労働における精神の自由について        高橋在也 
盲目と洞察 : レンブラントの絵画 
『目を抉られるサムソン』を読むエリアス・カネッティ    須藤温子                          
「黄真伊」の表象をめぐる再解釈                     朴銀姫 
近代中国における美術展覧会の生成 : 第一次教育部全国美術展覧会を中心に  李葉箋 
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戦中期の「皇恩」とハンセン病者の文芸 : 序説                大内郁 
『激情時代』の女性たち                                                南鉄心 
韓国における移住女性 : 映画『She Is』を中心に                          安貞美 
中国延辺朝鮮族自治州での少数民族政策                                  李文哲 
市民運動とメディアの一考察                                          武蔵志津江 
現代日本社会における「希望」と「絶望」についての覚え書き            木村智哉 
 
４．イメージ・政治・メディア 第 219 集 2011 年 
「京城」という都市空間 - 金史良の「天馬」をめぐって                    朴銀姫 
『北京漫画』研究-孫之儁の作品について      南雲大悟 
「全体主義」と「左派」の歴史認識 -- Losurdo および Traverso の著作から  太田岳人 
インフルエンザ報道と日本人                                           武蔵志津江 
金庸の「侠」にみる「中国人」                                               裴峰学 
腐女子、あるいはその欲望                                                 川田侑佳 
村上春樹『1Q84』における歴史記憶の語り方                             馮英華 
作られる「金日成朝鮮」- 2010 年朝鮮中央テレビのスローガン番組を中心に  李文哲 
 
５．文化における想起・忘却・記憶 第 268 集 2014 年 
青島・烟台をめぐるドイツ・日本・中国の文化的記憶. 1           三宅晶子 
石井桃子と女性画家の協働関係                      宮下美砂子 
"Das doppelte Lottchen" (1950) と「ひばりの子守唄」 (1951) における 
ケストナーのメッセージ性と家族イメージ              佐々木理奈 
中国映画における日本人のイメージ                    孫玲 
戦時下における映画監督亀井文夫の抵抗                  古舘嘉 
村上春樹文学における「想起の空間」                   馮英華 
 
６．イメージとポリティクス 第 300 集 2016 年 
まえがき 文化的記憶の政治的・歴史的コンテクストを読む         三宅晶子                     
文化映画『小林一茶』―戦時下における亀井文夫の抵抗           古舘嘉 
ブルーノ・タウト『画帖 桂離宮』受容再考                  飛田清佳 
うたごえ運動指導者の訳詞 ―戦後日本における「ロシア民謡」の受容と変容 浜崎慎吾 
「清明上河図」の通行本に描かれた景について ―趙浙本を中心に            陳璐璐 
中国映画における日本人のイメージ 
 ―『紅いコーリャン』（張芸謀 1987 年）を中心に         孫玲 
アニメーション作品において提示される「都会」と「田舎」 
―『おおかみこどもの雨と雪』（2012）を中心に           黄悦 
「引揚者」の記憶――戦争児童文学を中心に                末益智広 
写真の属性から見る「御真影」 ―写真の「礼拝価値―展示価値関係」    郭軼佳 
〈研究ノート〉W．ベンヤミン『1900 年頃のベルリンの幼年時代』の 
「予防接種」についての一考察              村上彩子 
〈研究ノート〉陳染『私人生活』（1996）に描かれた「孤独」の社会的意味    魯娜 
〈研究ノート〉公共広告からみる日中の公共性の違い             権梅林 
 
 
 
iii 
 
７．イメージとポリティクスⅡ 第 330 集 2018 年 
太平洋戦争末期の未公開映画―亀井文夫の『制空』（1945）                  古舘嘉 
藤原てい『流れる星は生きている』『灰色の丘』をめぐる「引揚げ」の記憶   末益智広 
モノクロ写真の構造についての考察――形式から内部へ                    郭軼佳 
Chang-Rea Lee's A Gesture Life（チャンネ・リー『最後の場所で』）における 
主人公の過去の記憶―後景としての「慰安婦」記憶             丁昭静 
ベンヤミンの蒐集概念における人間と事物―事物を通した想起の経験       松井希 
〈研究ノート〉パブリック・ディプロマシーと「人間の安全保障」 
 ―その両立可能性と日本の予防外交推進についての検討        髙木悠希 
〈研究ノート〉ロシア十月革命の記憶と現代イメージについて    クフシーノワ カーチャ 
〈研究ノート〉デビュー時期における中島みゆきのイメージ―「時代」を中心に  廖桃 
〈研究ノート〉1990 年代「元永定正」絵本作品にみる「人間の本質」の表象  
―『カニ ツンツン』と『もけらもけら』の挿絵考察             代田和輝子 
 
